
《除法の原理》  

整式 f (x)を整式 P(x)で割ったときの商をQ(x)、余り（剰余）を R(x)とすると、 

 f (x) = P(x) ⋅Q(x)+ R(x)  ただし、 P(x)の次数> R(x)の次数 

 

《剰余定理》  

f (x)を x −α で割ったとき、余り（剰余） Rは、 

 f (α ) = R  

 

《因数定理》  

f (x)を x −α で割ったとき、割り切れるならば、 

 f (α ) = 0  

 

※ P(x)の Pは polynomial、Q(x)のQは quotient、R(x)の Rは remainder または residue

の頭文字を取った略字 

※除法の原理で P(x) = x −α とおくと、ただし書きより R(x)の次数は 0 となり定数 Rとおけ

る。 

このとき、 f (x) = x −α( )Q(x)+ R  

となるから、 x =α とおくと、剰余定理を導くことができる。 

※割り切れる＝余りが 0だから、剰余定理で R = 0とおけば、因数定理を導くことができる。 

 


